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【はじめに】分散型 EL は、印刷法などの単純なプロセスにより作製が可能で、素子のフレキシ

ブル化が容易であるという特長を有している。しかし、高電圧駆動が必要であることや、輝度が

低いことからその用途は限定的である。本研究では、分散型 EL の駆動電圧の低電圧化と輝度の

向上を目的に、誘電体層と発光層を改良した分散型ELを作製し、そのEL特性について評価した。 

【実験方法】Fig. 1 に本研究で作製した分散型 ELの素子構造の一例を示す。この素子は、ITO 膜

付き PET フィルム上に ZnS:Cu 発光層、BaTiO₃微粒子分散 P(VDF/TrFE)強誘電体層、背面金属電

極を順番に積層した構造である。誘電体層の成膜時に使用する BaTiO3微粒子分散 P(VDF/TrFE)ペ

ースト溶液は、原料として VDF と TrFE の組成比が 75/25 

mol%の P(VDF/TrFE)粉末を使用し、これをシクロヘキサノ

ンに添加（粉末濃度は約 10 wt%とした）して約 90 ℃の温度

条件下で約 1時間攪拌させた後に、BaTiO3微粒子（粒子径：

約 100 nm）を添加してさらに 1 時間以上攪拌することで作

製された。また、誘電体層は、ZnS:Cu 発光層上にペースト

溶液を適量滴下し、500~3000 rpm の回転数でスピンコート

した後に、約 40℃の乾燥と約 140 ℃の熱処理を行うことで

完成された。 

【結果と考察】Fig. 2 に、BaTiO3微粒子分散 P(VDF/TrFE)強

誘電体薄膜を有する分散型 EL（図中の EL①）の(a)輝度－印

加電圧(L-V)特性および(b)通過電荷量－印加電圧(ΔQ-V)特性

を示す。なお、同図には比較として、有機バインダーに

BaTiO3を分散させた誘電体厚膜を用いた従来型の分散型 EL

（図中の EL②）の結果も示した。同図(a)より明らかなよう

に、EL②では電圧を約 200 V 以上印加した場合に輝度の飽

和が確認されたが、EL①では 300 V まで電圧上昇をさせて

も輝度飽和は確認されなかった。これは、同図(b)に示した

ように素子内を移動する電荷量の多さと関連があると考え

ている。当日は、異なる素子構造を有する分散型 EL の特性

についても発表する。 
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